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写経会
10/6（日）
13時半

〇彼岸は悟りの世界。煩悩に満ちたこちら岸（此岸）に対して極楽浄土の向こう岸（彼岸）

を表します。私たちは六波羅蜜の教えを実践する事により彼岸へ渡るとことができるとさ

れていますが凡人であるこの身では、六波羅蜜の教えを毎日実行することは難しいことな

ので、せめて春と秋の年２回はその教えを実行する。これが現在の彼岸法要の意味です。

〇ちなみに六波羅蜜とは彼岸へ到達（パラミータ）するための６つの実践徳目。１布施：

施しをする。２持戒：戒律を守り反省する。３忍辱：不平不満を言わずに耐え忍ぶ。

４精進：一所懸命努力する。５禅定：心を静かに保つ。６智慧：真実を見抜く智慧をもつ。

〇「彼岸」というとなにやら抽象的な場所に聞こえますが、私は日常のやすらぎのところこ

そが「彼岸」であると思っています。自分自身が自由で素直で柔軟になったときに顕れる

心の平安が、「やすらぎのところ」であり、今生活しているこの場が彼岸です。

〇年に２回のお彼岸にはお墓参りや、おはぎを作ったり、茶をたてたり、瞑想したり、掃除

をいつもより念入りにしたり、花を植えたり、鳥の声に耳を傾けたりと、いつもと違うこ

とを一つ実践してみてください。それがあなた自身の年2回の六波羅蜜の実践です。

〇琉游舎で年2回の六波羅蜜の実践を一緒にしてみませんか？

〇「暑さ寒さも彼岸まで」と言いますが、秋のお彼岸を過ぎると陽が沈む時間が急に早まっ

てくるように感じます。暑かった夏とお別れをして、涼しい秋の夜長を楽しく迎えられる

よう琉游舎の秋の彼岸会法要で心穏やかなひと時をお過ごししてみてはいかがでしょう。

〇琉游舎の活動にはお布施は一切お構いなきようよろしくお願い申し上げます。琉游舎は

宗教宗派を問わない、すべての皆さんのための開かれた「場」です。
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狂言綺語…名字
新しい言葉の増殖速度に追いつくことが出来なくなったと自覚し、もう追いつく必要もないと決めたのは

会社を辞めて琉游舎を開いてからです。ビジネスをしていくために必要だった新しい言葉との追いかけっこ
はもうする必要がなくなったとの判断です。その時これらの新造語への違和感が生まれました。その言葉群
はある年代、ある階層、ある集団の中にだけ流通するもので、そこに含まれない人たちには全く意味をなさ
ない言葉であることが分かったからです。言葉が全ての日本人に共通のものではなくなりつつあると言うこ
とです。逆に今まで歴史の中で変化しながらも私たちに引き継がれてきた共通の日本語が次第に消えていき、
それとともにその意味や振る舞いまで消えていってしまうような気がしてなりません。次々と新しい言葉が
生まれそして消えていくことは社会変化そのものとも言えるのかもしれません。しかしこれほどの言葉の大
量消費時代はかつてあったでしょうか。言葉が受け継がれなくなったとなれば、今まで連綿と続く日本のか
たち（文化）も受け継がれなくなり、それぞれのクラスター（個別の集団）に独自の言葉、つまり様式（振
る舞い）が発生し相互連携することなく言葉の分断＝社会の分断が引き起こされるのではないでしょうか。
流行語やネットに氾濫する造語だけでなく、経済や技術、システムに関する横文字の頭文字をつなぎ合わ

せた省略アルファベット語、絵文字に擬音語、専門家達が作り出す新造語、おびただしい言葉の洪水に立ち
向かわなければ世の中を泳いでいけないわけではありませんが、NHKニュースを見ていても分からない言葉
があまりに多いため、自分が世の中と関係できなくなってしまっているのではないかとの不安に襲われてし
まいます。ネット空間の省略語や隠語の類いは知る必要がないと思っても、ニュースで流れる言葉は知って
おかないとまずいなと思い、その度にスマホでググる（もはや絶滅危惧語か）ことになってしまいます。
先日、画面から「気象病」という言葉が流れてきました。初めて聞く言葉ですが、気象条件が原因で起こ

る心身の不調を病気と規定しているのだろうと想像はできました。ネットで調べると案の定「気象病とは、
気温や気圧など“気候”の変化によって引き起こされるさまざまな症状の総称です」との説明。症状は様々で
「低気圧が近づくと頭痛がする」「気圧や気温の変化が激しいと体調を崩しやすい」などの様々な症状が訴
えられているようで、日本だけでも一千万人以上の人が気象病の症状に悩まされているとのことです。また
テレビでは専門の医者が気象病について滔々と心身へのデメリットを説明していました。これらの説明に納
得する以前に私は「これを病気と呼んでしまうんだ！」と現象を規定してしまう言語機能の持つ権力に恐ろ
しさを覚えました。私たちは季節の変わり目、気温の急激な変化、過度な湿度など天候上の変化に心身が不
調を来すことは経験的に知っています。そしてその変化に順応することで日々を滞りなく過ごすことが出来
るようになる、そうやって生きてきたものたちが私たち人間であり生き物だと思ってきました。ところが病
気と規定されれば治療が必要になります。病気をもたらす外的要因の気象変化は治療が恐らく不可能でしょ
う。そうなれば根治のための治療よりは症状を和らげる対症療法しか思い浮かびません。おびただしい種類
の投薬がなされ「気象病」との診断書が書かれ、病人となった人たちは「順応」の機会を「病気」という診
断と投薬に阻まれ、学校や会社の出席簿や出勤簿には「気象病により欠席」と記録されることになるでしょ
う。学業は遅れ、企業活動は遅滞し、健康保険システムは破綻の速度を加速するはずです。「季節の変わり
目の体調不良は気を付けようね」で済んでいたほとんどの人たちも、気象病の言葉に安住することを選び、
巷には気象病の人で溢れかえることでしょう。などという想念を妄想とは呼べない日がくるかもしれません。
今まで「こんなことってみんなあるよね」「これはしょうがないことだよね」と思っていた「これ」を

「気象病」名づけることで、社会をある姿に規定することが可能になってくるのです。「言葉」が持つ権力
を私たちは過小評価してはなりません。曖昧のままにやり過ごしてきたことも「名づける」ことで実体を持
ち、社会や人々の意識を規定することが可能となるからです。それが自然発生的に起こることであればおそ
らく社会の健全な変化やあるクラスター形成の現れだと見ることはできるでしょう。しかしそれがある意図
を持った権威や影響力のために名づけられたとなると、その言葉はたちまち社会生活を規定し権力を有する
ことになるのです。「気象病」がどのような意図によって名づけられ新造語として定着されようとされてい
るか私には分かりません。近年、新しい診療科や病名が次から次へと新造されているように感じます。病名
が増えれば病人も増えるのです。このままでは世界はいずれ病人だらけになってしまう恐れがあります。こ
れを回避するために、言葉を扱う者は言語権力の可能性を吟味し厳格かつ公正な言葉の運用を行う必要があ
ります。安易な言葉の運用は真っ当な社会の存立を危うくする危険性があることを知らなければなりません。
仏教では名づけることを「名字」と言います。しかし名字にはとても慎重な態度です。なぜならば名づけ

ることでその事象を固定化し本質と思い込んでしまう恐れがあるからです。その思い込みが執着に変わるこ
とは容易です。ものの本質を「空」と観る見方が基盤となる仏教では、名字を与えられることは縁起の法則
の否定となる可能性があることを踏まえなければ、容易に執着に変容してしまうのです。名づけることはそ
の事象をありのままに観てそれを認識する手段に過ぎません。その認識が「行い」への歩みへと進むとき、
名字は初めて「信行」のかたちとなって仏の道を私たちに示してくれるようになるのです。名字は信から行
への橋渡し役を務め、その道への確信を与えてくれるためのもの、常に言葉（信）は振舞い（行）へと導く
ことが前提となるものです。仏教に限らず名字（名づける）は行い（行為）と一体となって初めて「言葉」
となるのです。名ばかりの言葉の洪水から言葉の真を見極める力が今こそ必要な時代になっているようです。


